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2025年上期における気候関連の情報開示分野の最新動向

2025年上期は、気候関連開示分野の各種フレームワークにおいて様々なアップデートが実施された

出典：各種資料を基にGVC事務局作成

2025.1 2025.3 2025.52025.2 2025.4

サステナビリティ開示基準
（SSBJ）最終化

• 一般開示基準
• 気候関連開示基準 S2号
対象企業：時価総額3兆円企業
の東証プライム上場企業
適用時期：2027年3月期

GHGプロトコル改訂
に向けたWG（2024.9～）
• GHGプロトコル改訂に向け

て2024年9月よりScope1、
2、3それぞれでWGを設立
し議論を開始

※概ね月１回程度の開催頻度

2025.6 2025.7

RE100 技術要件改定

• 石炭混焼由来の電力使用禁止

• 証書の償却確認

SBT 新ネットゼロ草案

• 地域や企業の規模による
要件の変更

• スコープ１・２それぞれで
目標を設定

2026年に最終化予定

GHGプロトコル改訂
に向けたWG（2024.9～）
• 草案の提示・パブリックコン

サルテーションの受付
※2027年に最終化予定

IFRS S2号「気候関連
開示」の修正案提示

CSRDの適用延期決定

バーゼル銀行監督委員会
（BCBS）
銀行業界における気候関
連リスクの枠組みを公表
開示は義務ではなく、各国
判断とする旨を発表

ESRS改正案の公表

米国における気候関連開示規則
の事実上廃止

SBT パブリックコンサル
テーション締切
（2025.3～6）
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2025年上期における気候関連の情報開示分野の最新動向

国内企業のGHG算定・目標設定に影響のある、SBT・RE100・GHGプロトコルの改定動向についてご紹介

出典：各種資料を基にGVC事務局作成

2025.1 2025.3 2025.52025.2 2025.4

サステナビリティ開示基準
（SSBJ）最終化

• 一般開示基準
• 気候関連開示基準 S2号
対象企業：時価総額3兆円企業
の東証プライム上場企業
適用時期：2027年3月期

GHGプロトコル改訂
に向けたWG（2024.9～）
• GHGプロトコル改訂に向け

て2024年9月よりScope1、
2、3それぞれでWGを設立
し議論を開始

※概ね月１回程度の開催頻度

2025.6 2025.7

RE100 技術要件改定

• 石炭混焼由来の電力使用禁止

• 証書の償却確認

SBT 新ネットゼロ草案

• 地域や企業の規模による
要件の変更

• スコープ１・２それぞれで
目標を設定

2026年に最終化予定

GHGプロトコル改訂
に向けたWG（2024.9～）
• 草案の提示・パブリックコン

サルテーションの受付
※2027年に最終化予定

IFRS S2号「気候関連
開示」の修正案提示

CSRDの適用延期決定

バーゼル銀行監督委員会
（BCBS）
銀行業界における気候関
連リスクの枠組みを公表
開示は義務ではなく、各国
判断とする旨を発表

ESRS改正案の公表

米国における気候関連開示規則
の事実上廃止

SBT パブリックコンサル
テーション締切
（2025.3～6）
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お知らせ（SBT、RE100の最新情報）

SBT Net-Zero Standard改定案、RE100の技術要件に関する最新情報はGVCプラットフォームで公開中

出典：グリーン・バリューチェーン プラットフォームHP
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SBT Net-Zero Standard改定案（1/3）

Net-Zero Standard改定案が公表され、パブリックコメントを踏まえ、現在SBTiにて再度検討中
企業分類の新たな考え方が示され、規模によっては基準年データの第三者保証が求められる可能性がある

出典：グリーン・バリューチェーン プラットフォームHP

※本資料はGVCホームページ「知
る（排出量の削減 目標の設
定）」よりご確認いただけます
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SBT Net-Zero Standard改定案（2/3）

スコープ2ではロケーション基準（必須）に加え、マーケット基準またはゼロカーボン電力目標の設定が求められ
るほか、スコープ3の目標設定の考え方自体が変更となる可能性がある

出典：グリーン・バリューチェーン プラットフォームHP
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SBT Net-Zero Standard改定案（3/3）

進捗の裏付けに関しては、これまで具体的なガイダンスが示されていなかったものの、ブック・アンド・クレーム等の
間接的緩和（indirect mitigation）による裏付けを行う可能性が示されている。

出典：グリーン・バリューチェーン プラットフォームHP
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RE100 技術要件の改定

改定されたRE100技術要件では、石炭を含む混焼による電力の使用が今後再エネ電力として認めらない。

出典：グリーン・バリューチェーン プラットフォームHP

※本資料はGVCホームページ「知
る（脱炭素経営に向けた取組の広
がり）」よりご確認いただけます
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GHGプロトコルの改定｜GHGプロトコル概要

GHGプロトコルとは企業等が温室効果ガス（GHG）排出量を算定・報告する際の基準を発行する機関であり、
世界中の企業・各種フレームワークが参照している
2024年よりGHGプロトコルの改定に向けた検討が開始されており、改定後は企業のGHG算定や目標設定・
削減取組の管理等において影響を及ぼす可能性がある。

出典： Greenhouse Gas protocol

Corporate Standard

（2000年公表、2004年改定）
Scope 2 Guidance

（2015年公表）

Corporate Value Chain (Scope 3) 

Accounting and Reporting Standard

（2011年公表）

GHGプロトコルから発行されている主な基準
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GHGプロトコルの改定｜検討スケジュール

2024年９月より始まったGHGプロトコルの改定は、Scope1・2・3、コーポレート・スタンダード等を対象に行
われており、2027年中に最終化予定。Phase1と2に分かれて議論される。

2024 2025 2026 2027

Q4 Q1 Q2 Q3 Q4 Q1 Q2 Q3 Q4 Q1 Q2 Q3 Q4

最終版
ISB/SB承認、Standard間の調整
編集作業

ISB/SB

承認

パブコメ修正

パブコメ
修正

最終版

パブコメ募集

パブコメ
募集

パブコメ修正

検討結果
まとめ

編集

ISB/SB承認

パブコメ募集

修正

レビュー

草案作成

レビュー

Phase1 

key 

requirement

公表

修正

草案作成

修正

レビュー

草案作成

レビュー

草案作成

修正

Phase 1

検討スケジュール

Corporate Standard

Phase 2

Phase2

Phase 1

Scope 2 Standard

主な検討事項
• 目的・原則
• 組織境界
• 活動境界

主な検討事項
• 報告要件の明確化・見直し
• ロケーション基準手法の技術的改善
• マーケット基準手法の技術的改善
• プロジェクト基準算定手法の位置づけ
• エネルギー市場の地域差に関するガイダンス
• 政策とプログラムとの相互作用

主な検討事項
• 経時的排出量追跡
• 検証・保証
• データ・算定方法

主な検討事項
• フェーズ1からの追加事項（適宜）
• スコープ2・3間の相互作用
• 購入した蒸気・加熱・冷却に関するガイダンス
• 送配電ロスに関するガイダンスと明確化
• データ提供者のための技術的方法論のガイドライン
• 技術固有のガイダンス
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GHGプロトコルの改定｜検討スケジュール

Actions and market instruments（削減行動や環境属性証明について議論）に関しては、Scope1
~3との整合を取りながらステークホルダーと検討を行うため、最終化は2028年末を予定。

2024 2025 2026 2027 2028

Q4 Q1 Q2 Q3 Q4 Q1 Q2 Q3 Q4 Q1 Q2 Q3 Q4 Q1 Q2 Q3 Q4

最終版

最終版

編集

ISB/SB承認、
Standard間の調整、
編集作業

ISB/SB

承認

パブコメ修正

パブコメ修正
パブコメ
募集

パブコメ
募集

修正

草案作成

修正

検討
結果ま
とめ

レビュー

草案作成

修正

草案作成

レ
ビュー

レビュー

検討
結果ま
とめ

草案作成

レビュー

修正

Phase 2

Actions and market

instruments

検討スケジュール

Scope 3 Standard

Phase 1

Phase2

Phase 1

主な検討事項
• データ品質・算定手法
• 境界、重要性、目標設定、指標
• 投資（カテゴリ15）、フランチャイズ・ライ

センス（カテゴリ14）

主な検討事項
• 投資（カテゴリ14）、フランチャイズ・ライ

センス（カテゴリ14）を除く13カテゴリ

主な検討事項
• 企業温室効果ガス排出量報告書内の個々の要素の目

的、構造、および制限を明確化し、または定義する
• アクションや市場メカニズムの影響を評価するために必要な

追加の報告要素および関連する定量化手法を決定する

主な検討事項
• 既存のGHGプロトコル基準から関連する指針を統合する
• 必要に応じて、追加の会計および報告基準、安全措置、

および要件を策定する
• プログラムおよび政策立案者向けの指針を策定する
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GHGプロトコルの改定｜スコープ2改定に向けた検討事項

スコープ2の改訂に向けたWG（Phase1）では、報告方法の変更やロケーション基準・マーケット基準の技術
的改善等に関する議論が行われている。本日はロケーション・マーケット基準に関する議論の一部をご紹介。

出典： Greenhouse Gas protocol

フェーズ 主な検討事項

Phase 1

（2024.9～2025.6）

• Clarify objectives and consider any changes to the required reporting methods

目的の明確化および報告方法の変更検討
• Location-based method technical improvements

ロケーション基準の技術的改善
• Market-based method technical improvements

マーケット基準の技術的改善
• Role of project-based accounting methodology relative to scope 2 accounting

スコープ2におけるプロジェクトベース算定方法の位置づけ
• Guidance for regional variation in energy markets

エネルギー市場における地域差への対応指針
• Interaction with policies and programs

政策およびプログラムとの相互関係

Phase 2

（2025.7～）

• TWG consultation on any additional topics as necessary from Phase 1

フェーズ1で必要に応じて追加トピックに関するTWGとの協議
• Interactions across Scope 2 and Scope 3

スコープ2とスコープ3間の相互関係
• Guidance for purchased steam, heat, and cooling

購入した蒸気、熱、冷房に関するガイダンス
• Utility-specific guidance and clarification on T&D losses

ユーティリティ別の送配電（T&D）損失に関するガイダンスと明確化
• Technical methodology guidelines for data providers

データ提供者向けの技術的手法に関するガイドライン
• Technology-specific guidance

技術ガイダンス



© 2025 NTT DATA Corporation 14

GHGプロトコルの改定｜最新の議論状況（ロケーション基準）

hourly matching（電力需給を時間単位で管理・報告）の導入是非について議論が行われている（議論
にあたっては、複数の改定オプションがWG内で提示され、WGメンバーの投票によって議論が進行）
ロケーション基準においては時間単位での算定までは求められず（may）、年/月データなど取得可能なデータ
を用いて算定することが求められる

出典： Greenhouse Gas protocol

（仮訳）より精度の高い排出係数を使用できるようにするために、より精度の低い活動データの1時間ごとの推定データを使用すべきか？

（仮訳）実際の1時間ごとの活動データが入手できない場合、1時間ごとのプロファイルを用いた活動データの推定は...

（参考）Hourly matchingについて

Hourly matching（同時性）とは、
再エネ電力の需給が時間的に一致
していること。現在は1時間単位での
一致は要求されておらず、年度単位
で一致すれば良いこととなっている。
※国際イニシアチブ「24/7 CFE 

Compact」をはじめ、hourly 

matchingに関する議論が進められて
いる。
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GHGプロトコルの改定｜最新の議論状況（マーケット基準）

マーケット基準においても、ロケーション基準と同様に“Time matching”について検討中
マーケット基準に関しては１企業あたりの電力消費量に閾値（次頁参照）を設け、電力を多く消費する企業に
対してはhourly dataでの報告を求める方向で検討が進められている

出典： Greenhouse Gas protocol

閾値以上の場合 閾値以下の場合
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Poll Question 4. What threshold of electricity consumption volume 

is appropriate for determining which companies are required to 

apply the hourly matching requirement?

（時間単位のマッチング要件を適用する企業を決定するために、電力消費
量のどの閾値が適切か。）

GHGプロトコルの改定｜最新の議論状況（マーケット基準）

閾値に関するWGメンバー間の投票結果によると、1社あたりの電力消費量を10GWh/年以上とする案が最
も票数が多い

出典： Greenhouse Gas protocol
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GHGプロトコルの改定｜想定される企業への影響

CDP回答企業のうち、約6割の企業は閾値を超過し、hourly matchingによる報告対象企業となる可能性

出典： Greenhouse Gas protocol

CDP回答企業のうち、38.18％の企業
は年間電力消費量が10GWh未満
約6割の企業はhourly dataでの報告

が求められる可能性
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GHGプロトコルの改定｜今後のスケジュール

6/25に第16回WGおよび委員による投票が実施され、最終化に向けた調整が行われている（最新状況につ
いては現時点で未公表）
2027年の改定後、すぐに企業へ対応を求めるか/段階的な導入とするかは引き続き議論が行われる見通し。

出典： Greenhouse Gas protocol

GHGプロトコル改訂内容の段階的導入に関する言及（MTG#14資料より抜粋）

The GHG Protocol Secretariat and ISB are actively considering whether 

and how phase-in measures may support implementation of new 

Corporate Standard and specifically Scope 2 requirements.（GHGプロトコル
事務局とISBは、新しいコーポレート・スタンダード、特にスコープ2の要求事項の実施
を支援するために、どのような段階的導入が可能か検討している。）

• Any decisions on timing or structure of a phase-in will be made through 

GHGP governance processes.（段階的導入の時期や構造に関する決定は、
GHGPガバナンスプロセスを通じて行われる。）

• Current expectation is that the full Corporate Standard revision will be 

finalized by the end of 2027; any phase-in would be considered thereafter.

（現段階の想定では、コーポレートスタンダードの全面改定は2027年末までに最終
決定され、段階的導入はそれ以降に検討される。）
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GHGプロトコルの改定｜最新情報へのアクセス

GHGプロトコル改定に関する最新情報は、同機関HPの「Standards Development and 
Governance Repository」にて公開中。

出典： Greenhouse Gas protocol
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